STUDIES ON THE SPATIAL STRUCTURE ALONG THE CLIFFS IN THE SUBURBAN AREA OF WESTERN TOKYO by 篠井 満夫
東京西部の郊外地域における崖沿いの空間構造に関
する研究
著者 篠井 満夫
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 3
発行年 2014-03
URL http://hdl.handle.net/10114/8999
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要  (2014 年 3 月)                       法政大学 
 
東京西部の郊外地域における 
崖沿いの空間構造に関する研究 
 
STUDIES ON THE SPATIAL STRUCTURE ALONG THE CLIFFS 
IN THE SUBURBAN AREA OF WESTERN TOKYO 
 
 
篠井満夫 
Mitsuo SASAI  
主査 陣内秀信   副査 永瀬克己・岡本哲史  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
     In this study, attention is paid to the cliff, which is a feature of Edo, to compare the spatial structure of 
the city center and suburbs of Tokyo. For suburbs, to interest me is Kokubunji and Futakotamagawa. These 
cities are cities that are formed in close proximity to Kokubunji cliff line together. 
Kokubunji is located in the headwaters of Nogawa, townhouse and ancient temple that attracts many. 
Futakotamagawa is located at the end of the Nogawa, townhouse brings together many good location from 
the Tama River is close. Through the features of these areas, I will compare the spatial structure of the city 
center and suburbs. 
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１． はじめに 
（１）背景 
 近世には江戸が大きな発展を見せたが、反面、東京西
部の郊外には無秩序な集落が点在しているだけのように
見える。しかし、そんな郊外の空間にも、都心部のよう
に人々の生活の積み重ねによって、秩序だてられた空間
が存在する。 
（２）研究目的 
 本研究では古代から人の営みが続く東京郊外の崖沿い
の空間構造の変遷を追い、都心部とは違う東京の発展形
態を明らかにすることを目的とする。 
 対象は国分寺と二子玉川、東京西部でも随一の崖であ
る国分寺崖線と、それに沿うように流れる野川の上端と
下端にあたるエリア。早期から有力者の別邸等が立ち並
んだ豊かな土地である。 
（３）研究方法 
 ゼンリン住宅地図、参謀本部陸軍部測量局・五千分の
一東京図測量原図、5千分の１江戸・東京地図集成、フラ
ンス式彩色地図、文献を用いて時代ごとの変遷を追う。
また、ヒアリングを通して利用実態の調査を行う。 
 以上のことから、郊外特有の崖上の空間変遷と、都心
部との共通点を分析する。 
 
２． 東京の郊外 
（１）東京西部を横断する野川 
野川は国分寺市東恋ヶ窪の株式会社日立製作所中央研究
所敷地内の大池に源を発し、国分寺崖線の湧水を集めな
がら崖線下をほぼ南東に流れ、小金井市、三鷹市、調布
市及び狛江市を経て、世田谷区二子玉川付近で多摩川に
合流する。流路延長２０．２キロメートルの多摩川水系
一級河川である。野川に流入する主な支川は、清水川、
入間川、逆川、仙川及び佐須用水があげられる。 
 
 
図１ 野川周辺河川流路図 
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  野川は湧水のみで形成されていたわけではない。江戸
時代（１６５４年（承応3））に江戸市民の飲用水確保を
目的として、玉川上水が開通した。玉川上水は、３３カ
所の分水口から武蔵野台地の各地に導水された。野川流
域へは分水路のひとつてある砂川分水、そこから分岐す
る国分寺分水及び小金井分水によって飲用水及び灌漑用
水として導水された。流末か野川や仙川に入ることで水
量が大きく増加した経緯を持つ。 
  野川流域は、古多摩川の浸食により形成された国分寺
崖線から上の武蔵野段丘、崖線下の立川段丘、下流域の
多摩川低地からなり、JR中央線・武蔵野線、京王線、小
田急線、国道２０号線、中央自動車道及び東名高速道路
などの交通網の整備と相まって、昭和３０年代から４０
年代にかけて急速に市街化が進んだ地域なのだ。 
（２）野川と国分寺崖線 
 野川と並行するように国分寺崖線が続いている。この
二つは切っても切れない関係にあるのだ。国分寺崖線は、
多摩川の水がおよそ10万年以上かけて削りだした、この
地域を特徴付ける地形である。立川駅の北東より発し、
東西に縦貫する延長約30ｋｍにおよぶ豊富な樹林に覆わ
れた帯状の崖地で、ハケと呼ばれている。その古多摩川
の流路跡を国分寺崖線沿いの湧水が集まり流れたのが野
川だと言われている。遺跡地図を見ると、国分寺崖線上
には縄文時代の集落の遺跡が多く見つかっている。古く
からこの地には人の営みが見られたのだ。崖線から野川
にかけての地域は、水と緑に恵まれ、北を高台とする南
面した地形であったことから、古代より神聖視されてい
たに違いない。樹林地を境内とする神社仏閣が建立され
たことが、そのことを物語っている。国分寺や深大寺と
いった武蔵の古刹が野川と並行する国分寺崖線沿いにあ
り、豊富な湧水源を持つのは偶然ではなく、こういった
背景によるものなのだ。 
 
 
図２ 小金井市周辺の野川と遺跡・神社仏閣(2012) 
 
３． 崖沿いの空間 
（１）湧水豊富な野川の源流・国分寺 
 甲武鉄道、川越鉄道の開通によって、国分寺村の人口
は増えた。ときは第一次世界大戦、日本は戦争による好
景気で、土地の価格もどんどんと上昇していった。道路
整備や鉄道の電化整備も影響し、国分寺も土地が高騰し
ていった。この流れに乗るように、国分寺では村の発展
を目指すため別荘誘致の動きが活発化してくる。 
国分寺は、国分寺崖線の中でも二子玉川に次いで別荘
建築の多いエリアだ。鉄道からの崖へのアクセスも良く、
野川の上流に位置しており、湧水が豊富なためではない
だろうか。 
 
 
図３ 国分寺邸宅分布図 
 
（２）別邸が密集した野川の末端・二子玉川 
 二子玉川は、国分寺崖線上でも最も別邸建築が集まっ
ているエリアである。別邸が建ち始めた時期も国分寺よ
り早く、最も早いのは１９０６年(明治３９年)、農商務
大臣田健次郎邸が建てた邸宅だ。現存する邸宅・庭園も
あり、当時の様子を窺い知ることができる。 
 
 
図４ 二子玉川邸宅分布図 
 
４． 江戸の崖と大名屋敷 
 江戸は崖と密接に関わりながら形成されていた。それ
は、先述した国分寺・二子玉川の形成過程と類似してい
る。江戸では大名屋敷が崖上の空間を取得していったの
に対し、郊外は有力者の別邸が崖上の空間を取得してい
たのだ。 
 
５． 結論 
東京都心と郊外には、時代を異にしながらも、共通の
形成過程を見て取ることができた。 
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